
制服検討会の解散について協議 1年以上にわたる協議を終了し解散!! 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１９.１２.１５ 

【第 11 号】 

成田市教育委員会 

準備委員会事務局 

大栄地区小中一貫教育準備委員会 

  委員会だより 

第 9回大栄地区小中一貫教育準備委員会を11月14日に開催しました。 
また、各専門部会等からも、これまでの活動内容や今後のスケジュール等について報告をいただき、専門部会等で決定し

た事項についても、準備委員会で協議を行いました。 

それらの活動状況について、地区の皆様にお知らせします。 

～準備委員会等の活動報告～ 

第９回準備委員会（11月14日） 

 制服検討会において調査・検討することとしていた 3 つの事項（デザインに関すること、制服の区分けに関すること、
費用負担の軽減等に関すること）についての協議が終了したとの報告があり、制服検討会の解散が承認されました。 

 準備委員会の委員から制服検討会の委員へは、大変なエネルギーを注ぎ検討してきたことに対する労いとともに、感謝の

言葉がありました。制服については、今後、生徒指導部会において、着用の決まりなどを協議してまいります。 

 なお、委員会だより第10号でお知らせした制服のデザイン以外の協議事項については、次のとおり報告がありました。 

【制服の区分けついて】 

 基本的な方針として、後期課程から高学年の制服を着用するが、学年によって着用を決めるのではなく，子どもの体型に

合わせて保護者が決めることとした。低学年と高学年の制服の切換時期を実線と点線で図示し、実線をおおよその着用

時期、点線をおおよその移行時期としている。例を挙げると，後期課程では高学年のジャケットを着用するが、子ど

もの体型に合わせて，成長の早い子どもでは 4 年生には買替えをする場合があることを示し、その際には低学年のジ

ャケットではなく、高学年のものを買うことができることを示している。 

高学年
スラックス
低学年
吊紐スカート
高学年
スカート等

低学年
共通ジャケット
高学年

男女ジャケット

低学年
ハーフパンツ等

ネクタイ
リボン

後期課程（従来の中学校課程）課程

ブロック 前期ブロック（１～４年生） 中期ブロック（５～７年生） 後期ブロック（８・９年生）

前期課程（従来の小学校課程）

７年生 ８年生 ９年生１年生学年 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生

 

【制服の費用負担の軽減等について】 

 制服の着用については、開校時に一括切換ではなく、段階的切換とした。 

 入学時や7年生進級時から新しい制服を着用するが、開校時の在学生については、前期課程では開校後3年間の経過措置

を設け私服や桜田小学校の制服を、後期課程では卒業まで大栄中学校の制服を引き続き着用できることとした。 

 また、令和2年度の新小学校1年生については、1年前倒しで制服の購入・着用をできることとした。 

【制服の製造や販売に関する契約書について】 

 制服製造業者である株式会社 明石スクールユニフォームカンパニーと制服製造に関する契約書を、制服販売業者である

宮野衣料品店、つつみ衣料、池田屋と制服販売に関する契約書をそれぞれ締結する。 

※制服の購入や着用については、入学又は在学する各学校から来年2月頃に詳しくお知らせする予定です。 



各小学校閉校事業実行委員会等の設置について協議 設置が決定!! 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

  

令和元年度 

準備委員会のメンバー(敬称略) 

◎加藤 智明（津富浦学区）※委員長 
 石田 広子（大須賀学区） 
○平野 幸一（桜田学区）※副委員長 
 菅澤 文男（前林学区） 
 山岡 隆幸（川上学区） 
 玉井  實（区長会長） 
 飯嶋  孝（青少年健全育成協議会会長） 
 松崎 秀規（青少年相談員地区会長） 
 長島 順子（大栄中PTA代表） 
 濱田  静（大須賀小PTA代表） 
 畦蒜 俊行（桜田小PTA代表） 
 髙橋 洋一（前林小PTA代表） 
 葛生 純子（津富浦小PTA代表） 
 小島  昇（川上小PTA代表） 
 野田 武志（大栄幼稚園PTA代表） 
 北﨑 俊彦（大栄保育園保護者代表） 
 阿部 光雄（大栄中校長） 
○町田 幸彦（前林小校長）※副委員長 
 渡辺久美子（大栄中教頭） 
 西本貴久江（大須賀小教頭） 
 小山田貴久男（桜田小教頭） 
 小倉 和美（前林小教頭） 
 田口 勝也（津富浦小教頭） 
 佐藤 悦子（川上小教頭） 
 秋山  忍（市議会議長）※顧問 

 大栄地区の皆様に施設一体型の小中一貫教育の先進校を見ていただく
ため、昨年度つくば市に開校した「つくば市立秀峰筑波義務教育学校」を、

準備委員会7名、教育委員会11名の合計18名で視察に行ってきました。 

 明るく広い校舎内を見学するとともに、小中一貫教育の取組やスクール

バスの運行方法、地域行事への参加などの現状や課題について、学校から

お話を伺いました。 

 児童生徒数は千人を超えており、学校規模としては大栄みらい学園より

も大きいですが、同じような統合経緯があり、統合前の各小学校区の地域

行事が残って地域とともに歩んでいるところは通じるものがありました。 

 大栄みらい学園の開校に向け、今回の視察で得たことを参考にしつつ、

良いところを積極的に取り入れていきたいと考えております。 

                                     教育委員会事務局：℡0476-20-1580   

 地域連携部会において検討した各小学校閉校事業実行委員会等の設置について、次のとおり承認されました。 
【各小学校閉校事業実行委員会等の設置について】 

 「各小学校閉校事業実行委員会」及び「大栄地区小学校閉校事業実行委員会連合会」を設置する。 

 閉校事業に関しての具体的な検討や運営を行うため、独立した検討・運営組織「閉校事業実行委員会」を各小学校に設置

し、委員長のもと、閉校記念式典、閉校記念誌、閉校記念品、閉校記念碑、会計などの役員がそれぞれの内容を担当し、閉

校事業を進めていく。 

 また、各小学校閉校事業実行委員会が共通認識をもって事業を円滑に進めていくため、「大栄地区閉校事業実行委員会連

合会」を設置し、委員長や委員長が必要と認めた役員のほか、教育委員会職員が参加し、各小学校閉校実行委員会と教育委

員会とが情報共有や意見交換などを行う。 

大須賀小学校閉校事業実行委員会

桜田小学校閉校事業実行委員会

前林小学校閉校事業実行委員会

津富浦小学校閉校事業実行委員会

川上小学校閉校事業実行委員会

大
栄
地
区
小
学
校
閉
校
事
業

実
行
委
員
会
連
合
会

各小学校閉校事業実行委員会（※実行委員会の名称は各小学校で決定）

 

つくば市立秀峰筑波義務教育学校視察（10月31日） 


